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如月

10日 ( 水 ) 源泉所得税の納付

11日 ( 木・祝 ) 建国記念日

❹

知って得する司法書士実務

　第６話　成年後見制度　　司法書士 林 清忠

1 日 ( 月 ) 贈与税の申告（～3月 15日）（1/31 期限分）

3日 ( 水 ) 節分

4日 ( 木 ) 立春

国税
○決算期の定めのない人格なき社団等の法人税の
　確定申告及び納付（期限 29 日まで）
○贈与税の申告開始（2 月 1 日～3 月 15 日まで）
○所得税確定申告開始（2 月 16 日～3 月 15 日まで）

地方税
○固定資産及び都市計画税第４期分の納付

タスクフォース　１月の研究会

電力小売自由化で調査　日本経済新聞 1/22

国際事業部便り（金山）　ベトナム旧正月
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建設業許可、社会保険は必修です

　大阪中小企業経営センター会報 28 年新年号

新サービス登場！ネット上に電子郵便箱

　 日本経済新聞 1 月 14 日朝刊

事業再生なら鈴木相談

　 第 14 回 倒産が減り、脱税が増えている

顰に倣う　De・スタート

　「心構え」　倫理研究所発行「職場の教養」1 月号

Chuc mung nam moi ！明けましておめでとうございます！
　中国の文化的影響を強く受けているベトナムでは、お正月は
新暦ではなく旧暦です。
　ベトナムでは旧正月を「テト」と呼び、今年の元旦は 2月 8日です。テトは家族や親戚一同でお祝いをするこ
とが習慣となっており、元旦の 10 日ほど前からベトナム各地で帰省ラッシュが始まり、大荷物を持って里帰りを
する人々でごった返します。
　お花はテトに欠かせないもので、ハノイなどの北部ではピンク色の桃の花、ホーチミンなどの南部では黄色の
梅（正確には梅ではなく、熱帯の植物）の花が使われます。日本のおせちのように、ベトナムでもテトに食べる
特別な料理があります。それが、ベトナムちまき「バイン・テット」です。豚肉と緑豆ペーストを層になるよう
にして、もち米で包んで四角く整形し、最後にゾンというバナナの葉に似た大きな葉っぱで包んでゆでたもので
す。ゆで時間は 10 時間にも及び、1ヵ月近く日持ちするようです。テトの時期はほとんどのお店が閉まってい
ます。近年では観光客向けのお店のみ開いていることもありますが、普段の活気はあまり見られません。
テトの時期に旅行する際は気を付けてくださいね！

ベトナム旧正月
国際事業部（金山）便り
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厳寒の候、皆様には益々ご隆盛のこととお慶び申
し上げます。
年初来の株安に歯止めがかからず今年の先行きに
不安を感じさせる出だしとなりましたが、環境に
左右されずひたすら真摯な努力を継続することに
より道は拓けると確信をしています。
先日ある経済セミナーに参加した際、記憶に残る
言葉がありました。ご紹介させていただきます。
経済とは経世済民（世をおさめ民をすくう）から
来た言語とは周知のことですが、そのために三つ
の道具が必要であるとお話されていました。
それらは　＜耳＞、＜目＞、＜手＞、にあり
　　耳  ---------  聴く耳（傾聴）
　　目  ---------  泪する目
　　手  ---------  差し伸べる手
とのことでした。皆様はいかがお聴きになられま
すか。色々論議の余地はあるでしょう。
が、収益を上げるための経済活動の基本はそこに
あると思いますがいかがでしょう。
これについて皆さまのご意見をお聴かせくだされ
ば幸いです。

愛知商工連盟協同組合 理事長　鹿島 均
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電力小売自由化で調査
日本経済新聞朝刊１月 22 日
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２月１日～10 日は PMS 内部監査ウィークです。
各事務所に内部監査員が訪問しますので宜しくお願いします。


